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　商業及び工業については，多彩な人と豊かな資源で織りなすにぎわい活力都市の実
現に向け，地域資源・特性を生かした産業の活性化を図るほか，新たな産業の創出や
地場産業の成長促進，企業・人材の育成等により，地域産業の振興に取り組んでいる。
　観光については，出会いと発見・感動あふれる観光交流都市“かごしま”を基本コ
ンセプトとして，観光資源を活用した魅力の向上や受入体制の充実，効果的な情報発
信など，観光・コンベンションのさらなる振興に取り組んでいる。
　農業，林業等については，農林水産業の持続的発展と活力ある農村地域づくりを目
指し，都市型農業の推進や地域の特性を生かした農業の振興を図るほか，多様な機能
を持つ森林の育成や，豊かな漁場造成と生産基盤の充実等により，農林水産業の振興
に取り組んでいる。
　中央卸売市場については，生鮮食料品等の取引の適正化と流通の円滑化を図るとと
もに，市場の活性化に関係団体等と一体になって取り組んでいる。

１　商工概況
敢　事業所概要

　本市は，商業・サービス業を中心に発展してきており，南九州における産業活動の
拠点都市として重要な役割を担っている。
　平成２４年２月１日現在の経済センサス（活動調査）によると，産業別事業所数は卸
売・小売業，飲食店，宿泊業が全体の４１．９％，サービス業が３１．７％を占めているのに
比べ，製造業は４．７％と低い。経営規模については，平成２１年７月１日現在の経済セン
サス（基礎調査）でみると中小・零細な事業所が多く，従業者数４人以下が５９．０％を
占めている。
　①　産業別事業所数（非農林漁業） （平成２４年経済センサス－活動調査）

（注）公務の数値は平成２１年経済センサス－基礎調査による。また，平成２４年経済セン
　　サス－活動調査の数値は速報値による。

－ ２２１ －

経
　
　
済
（
１
商
工
概
況
）

経　　　済

１事業所当たり
従業者数（人）

従　　業　　者　　数事　　業　　所　　数区　分

産　業 構成比（％）実　数（人）構成比（％）実　数
６．７
８．１
１４．３
６２．５
４１．２
１７
１５．３
３．９
６５．６

０．０
６．９
６．５
０．４
８．１
３５．０
３．１
２．４
３４．４
３．３

４０
１９，８１４
１８，５９９
１，０６３
２３，１７８
１００，５７０
８，７７７
６，８１３
９８，６３９
９，４８２

０．０
８．８
４．７
０．１
３．９
４１．９
２．１
６．３
３１．７
０．６

６
２，４３７
１，３０１
１７

１，０８８
１１，６７６
５７２
１，７５９
８，８２３
１５９

鉱 業
建 設 業
製 造 業
電気・ガス・熱供給・水道業
運輸・情報通信業
卸売・小売業，宿泊業，飲食サービス業
金 融 業 ， 保 険 業
不動産業，物品賃貸業
サ ー ビ ス 業
公 務

１００．０２８６，９７５１００．０２７，８３８総 数



　②　産業別・規模別事業所数（非農林漁業） （平成２１年経済センサス－基礎調査）

　
※派遣・下請従業者のみを除く
（注）数字は，公営，公務を除く民営のみの集計である。
　　派遣・下請従業者のみの事業所があるため，総数とは一致しない。
柑　商　　業

　卸売業，小売業について，平成２１年７月１日現在の経済センサス（基礎調査）によ
ると，事業所数８，７５２，従業者数７３，289人で，それぞれ県全体の35.3%，45.2％を占め
ている。また，飲食店については，事業所数３，３９２，従業者数２３，１３０人となってい
る。

（平成２１年経済センサス－基礎調査）

－ ２２２ －

経
　
　
済
（
１
商
工
概
況
）

従業者数
（人）事業所数項　目

業　種
６８４各 種 商 品

卸
　
　
売
　
　
業

６７５７２繊 維 ・ 衣 服 等
７，４７６５８９飲 食 料 品
４，３９０５６４建築材料・鉱物・金属材料等
７，０００８２４機 械 器 具
５，９９５６７２そ の 他 の 卸 売 業
２５，６０４２，７２５計
７，１５９４６各 種 商 品

小
　
　
売
　
　
業

３，４０３８００織物・衣服・身の回り品
１５，６６１１，９６９飲 食 料 品
５，３５３８５８機 械 器 具
１５，３１９２，２９２そ の 他 の 小 売 業
７９０６２無 店 舗 小 売 業

４７，６８５６，０２７計
７３，２８９８，７５２総　　　　　計

従業者数
（人）事業所数項　目

業　種
２３，１３０３，３９２飲 食 店

計２００人
以　上

１００～
１９９人

５０～
９９人

３０～
４９人

２０～
２９人

１０～
１９人

５～
９人

１～
４人

従業者数
産　業

１４
２，６９４
１，３48
１8

１，172
12，568
６０９
１，９４３
９，０９１

－
4
８
２
１４
１９
3
－
43

－
９
１１
２
２９
５７
８
－
８６

－
３３
５４
１
８６
１６２
２１
６
１９１

－
５９
５９
－
９１
３２２
４１
２１
２４４

－
１１０
９４
１
９８
４９２
３８
１９
３３６

５
３７９
１６４
２
１６７
１，４６６
１４０
６７
９７２

３
７７３
２８２
３
１８１
２，５５９
１３４
２１７
１，６８４

６
１，３２７
６７６
７
５０６
７，４９１
２２４
１，６１３
５，５３５

鉱 業
建 設 業
製 造 業
電気・ガス・熱供給・水道業
運輸・情報通信業
卸売・小売業，宿泊業，飲食サービス業
金 融 業 ， 保 険 業
不動産業，物品賃貸業
サ ー ビ ス 業

２９，４５７９３２０２５５４８３７１，１８８３，３６２５，８３６１７，３８５総 数

１００．００．３０．７１．９２．８４．０１１．４１９．８５９．０構　 成　 比（ ％ ）



　平成１９年６月１日現在の商業統計調査（飲食店は除く）によると，事業所数８，００９，
従業者数６０，９９２人，年間販売額約２兆５，３６５億１，５００万円で，それぞれ県全体の３３．６％，
４３．５％，６３．０％を占めている。
　卸売業を平成１４年６月１日現在の商業統計調査（飲食店は除く）と比較すると，各種
商品卸売業の事業所数，従業者数，建築材料・鉱物・金属材料等の従業者数，年間販
売額は増加しているものの，その他の指標はすべて減少している。
　また，小売業についても同様に比較すると，各種商品小売業の事業所数が横ばいで，
各種商品小売業と飲食料品小売業の従業者数が増加しているものの，その他の指標は
減少している。

（平成１９年商業統計調査）

※平成１４年の数値は合併による１市５町を合算したもの

（注）売場面積は，牛乳小売業，自動車小売業，建具小売業，畳小売業，ガソリンスタン
ド及び新聞小売業に属する事業所並びに訪問販売，通信・カタログ販売等で売場面
積の無い事業所は除く。

 

－ ２２３ －

経
　
　
済
（
１
商
工
概
況
）

売 場 面 積
（釈）

年 間 販 売 額
（百万円）

従 業 者 数
（人）事 業 所 数項　目

業　種 平成１９平成１４平成１９平成１４平成１９平成１４平成１９平成１４

７，８８４１１，４５０１７０１５１１１７各 種 商 品

卸
　
　
売
　
　
業

１９，９７４２８，４３５７００９６６７５１０４繊 維 ・ 衣 服 等

９２３，４４０９５８，２６９７，６５０８，００１５４４６１５飲 食 料 品

３３２，６３９３２５，３５０４，２４６４，２１４４８６５０１建築材料・鉱物・金属材料等

３１２，８１３３５７，４８６５，８８５６，６８４６４７７１８機 械 器 具

３１３，９６５３８１，０８２４，５７６６，０３０４８６６０１そ の他の卸売業

１，９１０，７１５２，０６２，０７２２３，２２７２６，０４６２，２４９２，５４６計

１１８，５７９１０４，６５２１０２，０３６１１２，６９４３，０９２２，８７５１８１８各 種 商 品

小
　
　
売
　
　
業

８１，８２８７８，４６８４６，８０９４９，０７２３，０４５３，５８３８２７８７２織物・衣服・身の回り品

１９３，４４６２０２，３９７１９４，６１５２０３，４３７１５，５３１１４，９８８２，０４１２，３１４飲 食 料 品

２２，５６５２２，４７４７５，０７１９３，０４８２，８０７３，２２２４６８５４３自 動 車・自 転 車

８０，１２３７７，７７３５２，７３１７３，７２４２，３８３３，４００４６１５９４家具・じゅう器・機械器具

１５７，３８４１７１，７１０１５４，５３８１７０，５６８１０，９０７１２，６２７１，９４５２，２１２そ の他の小売業

６５３，９２５６５７，４７４６２５，８００７０２，５４３３７，７６５４０，６９５５，７６０６，５５３計

６５３，９２５６５７，４７４２，５３６，５１５２，７６４，６１５６０，９９２６６，７４１８，００９９，０９９総　　　　　計



桓　工　　業

　平成２２年１２月３１日現在の工業統計調査（従業者４人以上の事業所）によると，事業所数
は５４１，従業者数は１２，８３０人，製造品出荷額等は３，４１０億２，６０１万円となっている。
　業種別に製造品出荷額等をみると，食料品製造業が最も多く，続いて，飲料・たば
こ・飼料製造業，印刷・同関連業の順となっている。

　①　工業における事業所数等（従業者４人以上の事業所）　（平成２２年工業統計調査）

（注）Ｘは統計処理上公表することが好ましくないものを表す。

－ ２２４ －

経
　
　
済
（
１
商
工
概
況
）

製 造 品 出 荷
額等（万円）

従 業 者 数
（人）事 業 所 数業　　　種　　　分　　　類

１５，４２３，８２１
１０，１４０，８５２
３４０，４７３
２６９，６７０
２３１，５０８
４０５，２７２
１，９６６，８６７
７１０，３９３
９８，４５９
２０９，６６９

Ｘ
－

８３７，３８７
１３７，６７６

Ｘ
１，３４７，１４０
８１，１６０
８５１，７８０

Ｘ
１２０，９１７
１８１，０５０

－
２９３，０４２
３１１，０１９

６，６４３
７８３
５９６
２１６
２４６
２０６
１，１２６
１１２
３９
１２１
１７
－
５２３
５４
１６
９００
５９
３７０
３８
２６０
１３２
－
１１７
２５６

１７４
３１
３９
２２
３１
８
６３
５
３
４
２
－
３５
４
１
４４
６
１７
２
５
７
－
６
３２

食 料 品 製 造 業
飲 料 ・ た ば こ ・ 飼 料 製 造 業
繊 維 工 業
木 材 ・ 木 製 品 製 造 業
家 具 ・ 装 備 品 製 造 業
パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 製 造 業
印 刷 ・ 同 関 連 業
化 学 工 業
石 油 製 品 ・ 石 炭 製 品 製 造 業
プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業
ゴ ム 製 品 製 造 業
な め し 革 ・ 同 製 品 ・ 毛 皮 製 造 業
窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業
鉄 鋼 業
非 鉄 金 属 製 造 業
金 属 製 品 製 造 業
は ん 用 機 械 器 具 製 造 業
生 産 用 機 械 器 具 製 造 業
業 務 用 機 械 器 具 製 造 業
電子部品・デバイス・電子回路製造業
電 気 機 械 器 具 製 造 業
情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業
輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業
そ の 他 の 製 造 業

３４，１０２，６０１１２，８３０５４１計



　②　本市特産品の製造品出荷額等 （平成２２年工業統計調査）

鹿児島臨海工業地帯の企業（製造業）立地状況 （平成２０年工業統計調査）

　（注）全事業所

棺　貿　　易

　①　概　　況

　平成２４年の鹿児島港における貿易総額（通関実績）は，１兆２，５００億３００万円
で，前年に比べ６．１％の減である。輸出総額は，３１億２００万円（貿易総額の０．２％）
で，前年比１２．２％の減，輸入総額は１兆２，４６９億１００万円（貿易総額の９９．８％）
で，前年に比べ６．１％の減であり，貿易面からみると圧倒的に輸入港としての性
格が強い。
　輸出については，金属鉱及びくずが全体の４４．４％でもっとも多く，次いで輸送
用機器（船舶類）が２６．４％などとなっている。
　一方，輸入については，全体の９４．２％を石油及び粗油が占めており，次いで穀
物及び同調製品が２．６％などとなっている。

　　（注）鹿児島税関喜入出張所は，平成２０年６月３０日付けで廃止され，同年７月１
日以降は鹿児島税関支署に業務移管されているため，移管後の実績等は鹿児
島港の実績として計上されている。

－ ２２５ －

備　　　　　考
製造品出荷額（百万円）事　 業　 所　 数

区　　　分
市県市県

従 業 者 ４ 人
以 上 の 事 業 所

１７２４４７１１１９本 場 大 島 紬
２０２７７３１４薩 摩 焼

５，９０５１２５，９８１３１０８焼 酎

業　　　　　　　　　　　　　　種事業所数用　地　名
食料品２４，金属製品１５，家具・装備品９，木材・木製品５，窯
業・土石５，飲料・たばこ・飼料４，印刷３，生産用機械３，
輸送用機械３，化学２，鉄鋼２，パルプ・紙，はん用機械，業
務用機械，電子部品・デバイス・電子回路，電気機械各１，その
他の製造業５

８５１ 号 用 地

食料品２３，飲料・たばこ・飼料１６，印刷９，金属製品５，窯業・土
石４，パルプ・紙２，生産用機械２，繊維，化学，石油製品・
石炭製品，鉄鋼，輸送用機械各１

６６２ 号 用 地

木材・木製品８，食料品４，家具・装備品３，電気機械２，窯
業・土石１１８３ 号 用 地

はん用機械２，金属製品，生産用機械，電気機械各１５４ 号 用 地
家具・装備品９，木材・木製品５，金属製品４，繊維３，食料
品，窯業・土石各１，その他の製造業４２７東 開 町

工 業 用 地
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　②　鹿児島港・喜入港・鹿児島空港における通関実績 （単位：百万円，％）

　（注）長崎税関鹿児島支署の資料による。

　③　国別輸出額（鹿児島港） （平成２４年実績）（単位：千円，％）

　　
　（注）長崎税関鹿児島支署の資料による。

　④　国別輸入額（鹿児島港） （平成２４年実績）（単位：千円，％）

　

　（注）長崎税関鹿児島支署の資料による。 

－ ２２６ －

平成２４年平成２３年平成２２年平成２１年平成２０年
区分

対前年比実　績対前年比実　績対前年比実　績対前年比実　績対前年比実　績
８７．８３，１０２１０８．４３，５３２７１．２３，２５８７３．７４，５７４９１．６６，２０３鹿児島港

輸
　
出

－－－－－－－－全減０喜 入 港
１２０．０３，６６５９０．８３，０５４４６．８３，３６２４４．７７，１８４６７．５１６，０８６空 港
１０２．７６，７６７９９．５６，５８６５６．３６，６２０５２．８１１，７５８７２．６２２，２８９計
９３．９１，２４６，９０１１０６．７１，３２７，５９３１１３．４１，２４３，６４９１０２．６１，０９６，３６９１，６６７．８１，０６９，０９１鹿児島港

輸
　
入

－－－－－－－－７２．９１，１４７，９０７喜 入 港
８７．０１，４０３６３．９１，６１２２８７．２２，５２２６８．９８７８１２．９１，２７５空 港
９３．９１，２４８，３０４１０６．７１，３２９，２０５１１３．６１，２４６，１７１４９．５１，０９７，２４７１３４．５２，２１８，２７３計
９３．９１，２５０，００３１０６．８１，３３１，１２５１１３．３１，２４６，９０７１０２．４１，１００，９４３１，５１７．２１，０７５，２９４鹿児島港輸

出
入
合
計

－－－－－－－－７２．９１，１４７，９０７喜 入 港
１０８．６５，０６８７９．３４，６６６７３．０５，８８４４６．４８，０６２５１．５１７，３６１空 港
９４．０１，２５５，０７１１０６．６１，３３５，７９１１１３．０１，２５２，７９１４９．５１，１０９，００５１３３．４２，２４０，５６２計
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主　　　要　　　品　　　目構　成　比金　　額国　　　名
船舶類５８．８１，８２３，５６６大 韓 民 国
金属鉱及びくず２７．３８４７，４６２中華人民共和国
再輸出品４．２１２９，１４６コンゴ共和国
魚介類及び同調製品２．５７８，６４８ロ シ ア
非金属鉱物製品２．４７５，７０５台 湾

４．８１４７，７６９そ の 他
１００．０３，１０２，２９６合 計

主　　　要　　　品　　　目構　成　比金　　額国　　　名
原油及び粗油２４．２３０２，２１２，８８１サウジアラビア
原油及び粗油１５．０１８７，５４５，２５０アラブ首長国連邦
原油及び粗油１３．１１６３，１５２，３８９ク ウ ェ ー ト
原油及び粗油８．９１１０，９２１，７７９カ タ ー ル
原油及び粗油７．８９６，９２０，８１７インドネシア

３１．０３８６，１４８，１３４そ の 他
１００．０１，２４６，９０１，２５０合 計



款　商工業振興対策

　①　商業・サービス業振興

　　　商業については，消費者ニーズの多様化・個性化，地域間・業態間競争の激
化，情報化の進展などの経営環境の変化に商業者等が的確に対応し，経営力の向
上を図るため，研修会等に講師を派遣するとともに，基礎資料の収集・情報提供
を行い，長期的な街づくりを踏まえつつ，環境整備や共同事業などを支援するこ
とにより，魅力ある商店街の形成を促進する。

　　　サービス業については，その高度化や情報化を進めるとともに，都市機能の集
積を生かした「情報関連」や「コンテンツ」，「デザイン」などの知識集約型産業
の育成支援やコールセンター業などの企業立地推進に取り組む。

　（商業・サービス業施策）

　　ア　にぎわい商店街づくり支援事業
　　　　中小企業診断士等の専門家を派遣し，商店街の各種調査や現場診断などを通

じた商店街活性化のための提言・指導を行うとともに，その提言等を基に商店
街が自主的に行う商店街づくり計画策定を支援する。

　　イ　中小企業振興条例に基づく助成事業
　　　　一般公衆の利便に寄与する街路灯・アーケード等の共同施設や事業共同化の

ための共同施設を設置する商店街に対し，助成対象事業費の２分の１以内（補
助限度額：１事業につき１億円）を助成する。

　　　　ＬＥＤ等の省エネ型街路灯への改修を行う商店街に対し，助成対象事業費の
２分の１以内（補助限度額１００万円）を助成する。

　　　　さらに，中小企業者が事業協同組合等を組織した場合に，５万円＋２千円×
組合員数（補助限度額１０万円）を助成する。

　　ウ　元気の出る中小企業支援事業
　　　　共同事業等の研究会や個店の経営に必要な知識や情報を習得するための研修

会等を自主的に実施する，商店街及び中小企業者で組織するグループ等に対し
て，専門的知識や経験を有するアドバイザー等を派遣する。

　　エ　街なか空き店舗活用事業
　　　　中心市街地内の空き店舗を活用して，商店街内の業種構成の見直し及び不足

業種などの再配置（テナントミックス事業）や，新たに独立・開業しようとす
る起業家等の支援（チャレンジショップ事業）を行う商店街等に対し，補助対
象経費の２分の１以内（補助限度額：事務経費は３０万円，店舗の借上経費は月
額１０万円，店舗の整備経費は１００万円）を助成する。（平成２４年度実績６件）

　　オ　頑張る商店街支援事業
　　　　商店街等が独自のアイデアや創意工夫を生かし，商店街の活性化を図るため

に実施する事業に対し，補助対象経費の２分の１以内（補助限度額：総合支援
型は５００万円，個別支援型は６０万円）を助成する。（平成２４年度実績２６件）

　　カ　明るい商店街づくり支援事業
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　商店街の夜の魅力の創出と消費者が安心して楽しく買物ができる環境づくり
を促進するために，商店街が設置し，維持管理する街路灯等にかかる電気料の
一部及びリース契約により省エネ電球を導入した場合のリース料の一部につい
て助成する。（平成２４年度実績７１件）
キ　地域のよか店コラボ支援事業
　近隣で商業・サービス業を営む中小店舗等が連携し，各店舗の強みを生かし
て，地域の消費者への商品付加価値に関する情報の提供等を一体的に行う取り
組みに対し，補助対象経費の２分の１以内（補助限度額２０万円）を助成する。
（平成２４年度実績９件）
ク　地域繁盛店づくり支援事業
　実践的なセミナーと店舗での指導を組み合わせた研修会を開催し，地域商業
の中核となる繁盛店を育成することにより，商店街全体の活性化につなげる。

　　ケ　情報関連産業の育成支援
　ソフトプラザかごしま（名山町９－１５，建物２，７３２．２０釈）を拠点に情報関連
産業の育成支援を図る。

　　　契　ソフトプラザかごしまの運営
　　　形　入居企業等に対する支援
　②　工業・地場産業振興
　　　本市工業は，食料品関連産業及び印刷関連産業などの中小企業が中心となって
おり，その約８４％は小規模企業である。また，企業立地の状況は，鹿児島臨海工
業地帯（約８６７ｈａ）に比較的規模の大きい食料品関連産業や金属製品，木材・木
製品製造業等が集積しているものの，他の企業は市街地に散在しており，住工混
在の状況も見受けられる。

　　　今後は，社会経済環境の変化に対応し，経営基盤の強化，製品の品質向上や技
術力，研究開発力等の充実を図るとともに，地域の資源や特性を生かした新事業
の創出や新分野への事業展開などのほか，創業や起業家をめざす人材の育成やベ
ンチャー企業の育成支援に，産学官が連携して取り組む。

　　　更に，地場産業については，伝統技術・技能を継承する後継者の確保と育成に
努めるとともに，経営基盤の強化を図り，鹿児島らしさを生かした企業の振興に
努める。

　（工業・地場産業施策）

　　ア　かごしまの新特産品コンクールの開催
　　　　製造業者の新商品開発の促進と，技術やデザインの向上・改善等を図るた

め，商品を募集し，入賞商品を市内や県外で展示発表することにより，特産品
のＰＲと販路拡大を図る。

　　イ　伝統的工芸産業の活路開拓支援事業
　　　　伝統的工芸産業の活性化を図るため，本場大島紬など伝統的工芸産業の産地

組合等が活路開拓を目的として行う事業に対し，交付対象経費の２分の１以内
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で補助を行う。（平成２４年度実績３件）
　　ウ　地場産業支援のための施設管理等
　　　　市内の大島紬，竹製品製造業者の作業の場として，大島紬締機センター，大

島紬のり張りセンター，竹産業振興センターを運営し，本場大島紬産業，竹産
業の振興・育成を図る。

　　エ　中小企業振興条例に基づく助成事業
　　　　中小企業者が事業協同組合等を組織化したり，事業協同組合等が構成員の事

業共同化のための共同施設等を設置する事業に対し助成を行う。
　　オ　「メイドインかごしま」支援事業
　　　　本市中小企業者（製造業者等）の経営力の強化や製品等の販路拡大の取組を

支援する。
　　　契　経営力強化事業
　　　　・製造業者や製造業グループへのアドバイザー派遣
　　　　・中小企業者（製造業者等）の新製品等開発，知的財産権等取得に対する助

成（平成２４年度実績４件）
　　　　・各種相談会の開催
　　　形　販路拡大推進事業
　　　　・観光と物産のＰＲ
　　　　・四市（鹿児島市，熊本市，福岡市，北九州市）連携による地場企業販路拡

大推進
　　　　・中小企業者（製造業者等）の国内見本市，商談会等への出展，主催展示会

等に対する助成（平成２４年度実績１８件）
　　　　・中小企業者が行う新商品の販路開拓に対する助成（平成２４年度実績６件）
　　カ　よかもん自慢支援事業
　　　　かごしまの新特産品コンクールにおいて市長賞及び県知事賞等を受賞した商

品の販路拡大の取組を支援することにより，活力ある地場産業の育成・振興を
図る。

　　キ　輸出チャレンジ支援事業
　　　　中小企業者が，アジアで開催される合同展示会等へ出展する際に要する経費

の一部に対し，補助対象経費の２分の１以内（補助限度額；海外初出展企業２０
万円，その他１５万円）を助成する。（平成２４年度実績７件）

③　中心市街地活性化

　　　本市では，第１期計画の計画期間終了に伴い，新たに第２期計画を策定し，平
成２５年３月２９日付けで内閣総理大臣の認定を受けた。第１期計画の成果を生かし
ながら，観光・商業・交流によるにぎわいあふれるまちづくりを，市民・事業
者・行政等が一体となって進める。
ア　中心市街地活性化推進事業
　認定を受けた第２期計画を推進するとともに，推進を図る上で中心的役割を
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担う中心市街地活性化協議会に対する支援を行い，都市機能の増進及び経済活
力の向上を推進する。

　　イ　街なかサービス推進事業
　　　　中心市街地における来街者の利便性と回遊性の向上を図るため，観光案内，

トイレ・ベビーカーの貸出等の街なかサービス及び特産品の情報発信を行う天
まちサロンを運営する。

　④　その他
　　ア　ニュービジネスプランコンテスト事業
　　　　新規創業者及び中小企業者によるビジネスアイデアの事業化に対して報奨金

１００万円の交付や施設使用料等の補助（ソフトプラザの場合限度額６万９千円
／月）による支援を行う。

　　イ　ＳＯＨＯ事業者の育成支援
　　　　ソーホーかごしま（市役所みなと大通り別館６階）を拠点にＳＯＨＯ事業者

の育成支援を図る。
　　　契　ソーホーかごしまの運営
　　　形　入居者等に対する支援
　　　径　新規創業者に対する創業準備支援
　　ウ　企業立地推進事業
　　　　市外企業の誘致や地元企業の増設等による企業立地を戦略的に推進し，本市

商工業の振興，雇用の拡大に繋げる。
　　　契　企業訪問活動
　　　形　企業立地パンフレットの作成配布等によるＰＲ活動
　　　径　鹿児島県企業誘致推進協議会が行う企業立地懇話会や事務研修会への参加
　　　恵　企業立地に対する優遇制度
　　エ　異業種交流活動の支援
　　　　中小企業の経営基盤の強化や新分野への事業展開を促進するため，異業種交

流グループを組織し，講演会や勉強会を通じた交流活動を支援する。
　　オ　新規創業者等育成支援事業
　　　　インキュベーション・マネージャーを配置し，ソフトプラザかごしま，ソー

ホーかごしま入居者や市内の新規創業者・ソーシャルビジネス事業者等に対し
て，経営・販路面のアドバイスなどを行うとともに，各種セミナー等を開催す
るなど，新規創業者等の育成支援を行う。

　　カ　新産業創出支援事業
　　　　新産業創出研究会で検討したビジネスモデルの具体化へ向け，同研究会に部

会を設置し，部会における産学間・企業間等による共同研究開発や地域資源を
生かす新製品・商品・サービス等の開発を支援する。
キ　農商工等連携人材育成塾開催事業
　地域の農林水産資源や技術等を活用した農商工等連携の取り組みを促進する

－ ２３０ －
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ため，農林漁業者や商工業者等の農商工等連携に対する理解促進や取り組みへ
の意識を醸成するとともに，異業種間の連携により新たな商品・サービス等を
創出する人材育成のセミナー等を開催する。
ク　商工業振興プラン推進事業
　本市商工業振興の基本計画である商工業振興プランを着実に推進するため，
推進会議においてプランに掲げた施策の実施状況等について協議を行い，商工
業振興の推進を図る。

　　ケ　クリエイティブタレント育成支援事業
　　　　市内デザイナー等を対象としたデザインコンテストやデザイン関連講座を開

催することで，デザイナーの受注機会の拡大やスキルアップを図るとともに事
業者のデザイン面での事業革新を支援する。

歓　雇用対策

　①　雇用機会の拡大促進

　　ア　助成制度
　　　・就職困難者等雇用奨励金制度
　　　　障害者，高年齢者，母子家庭の母等，父子家庭の父及びその他就職が特に困

難な者の雇用の拡大・促進を図る。
　　　・トライアル雇用支援金制度
　　　　若年者等，中高年齢者，障害者等の雇用機会の拡大及び安定的な雇用の確保

を図る。
　　イ　若年者の雇用促進
　　　・若年者就職サポート事業
　　　　市職員による企業等への雇用枠拡大の訪問要請や国・県・関係機関が実施し

ているセミナー等を紹介した「キャリア形成ガイドブック」の作成・配布，就
職を希望する市内の高校３年生を対象としたセミナーを行う。

　　　・ＩＴ人材育成事業
　　　　新卒未就職者を対象に，座学研修や職場実習を通じて，情報・通信分野にお

ける人材の育成を図る。
　　　・ものづくり職人人材マッチング事業
　　　　ものづくりを支える職人に興味のある若年者に職場体験等の場を提供するこ

とにより，担い手の掘り起しを行い，ものづくり分野での就職・起業につなげ
る。

　　　・新就職者激励大会の開催
　　ウ　高齢者の就労促進
　　　・シルバー人材センターへの助成
　　　　設　　立　昭和５６年１０月２２日
　　　　会　員　数　２，３７７人（平成２５．３．３１現在）
　　　　目　　的　「生きがい」や「社会参加」を希望する高年齢者に対し，臨時
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的・短期的就業又は，その他の軽易な業務に係る就業の機会を提供
する同シルバー人材センターの運営を支援し，高年齢者の就業機会
の拡大を図る。

　　　・団塊世代の就労促進事業
　　　　職業紹介などの相談窓口を設置するとともに，ＩＴスキルアップ講座を開催

する。また，シルバー人材センターが就業機会を拡大するために配置するコー
ディネーター等の経費の一部を助成するほか，「就労促進ガイドブック」を作
成し配布する。

　　エ　障害者の雇用促進
　　　・障害者技能向上支援事業
　　　　特別支援学校の生徒を対象に技能体験教室を実施するなど，技能向上の機会

を提供する。
　　オ　労政広報紙の発行
　　　・中小企業のひろば，労政のしおりの発行
　　カ　雇用相談室の設置
　　　・雇用，労働に関する各種相談等に対応するため，市民相談センター内に相談

室を設置
　②　職業能力の開発促進

　　ア　助成制度
　　　・認定職業能力開発連絡協議会への助成
　　　・認定職業能力開発校特例運営費助成
　　イ　職業訓練センターの設置
　　　　平成１８年度から職業訓練法人鹿児島市職業訓練協会が指定管理者として，施

設の管理運営を行っている。
　　　・開　　設　昭和４７年９月２２日
　　　・敷地面積　３，６２３．１３釈　・敷地延床面積　２，３４８．４７釈
　　ウ　技能功労者表彰
　　　・優れた技能を有し,他の模範となる者（４５歳以上,同一職種経験年数２０年以上）
　　エ　市認定職業能力開発校優良訓練修了生の表彰
　③　勤労者福祉

　　ア　助成制度
　　　・中小企業退職金共済制度等への加入促進
　　　　中小企業の人材確保と従業員の福祉の増進を図るため，新規に中小企業退職

金共済制度等に加入した事業主に対し，同制度の共済掛金の一部を助成する。
　　　・中小企業勤労者福祉サービスセンターへの助成
　　　設　　立　平成５年７月１日
　　　会　員　数　１８，０３３人（平成２５．３．３１現在）
　　　目　　的　市内の中小企業勤労者に対し在職中の生活の安定，健康の維持増
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進，自己啓発，余暇活動等に係る総合的な福利厚生事業を提供する同
サービスセンターの運営を支援する。

　　イ　勤労者交流センターの設置
　　　　勤労者の余暇活用の充実と相互の交流を促進するために設置したもので，体

育館，トレーニングルーム，多目的ホールなどのほか，情報コーナーやふれあ
いコーナーなどのオープンスペースを備えた施設となっている。

　　　　平成１８年度から（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセンターが指定
管理者として施設の管理運営を行っている。

　　　所　在　地　中央町１０番（キャンセビル７・８階）
　　　供用開始　平成１３年１月１９日
　　　開館時間　午前９時～午後９時
　　　休　館　日　年末年始（１２月２９日～１月３日）
　　主な施設

２　融資制度
　市内の中小企業者に対する事業資金の融資を円滑にし，中小企業の振興を図るため，
本市中小企業融資にかかる信用保証料の全額又は一部を補助するなど低金利で利用し
やすい融資制度を設けるとともに，全資金について県信用保証協会等に対する損失補
償を実施している。また，県信用保証協会に対し，財政基盤を強化するための出捐を
行っている。
敢　中小企業融資制度

　目　　的　　本制度は，本市で中小企業を営み，事業振興及び経営の改善を図るた
め資金を必要とする者などに対し，事業資金の融資を円滑にし，中小企
業の振興を図ることを目的とする。

　融資対象　①　市内に住所及び事業所を有する個人又は法人の中小企業者等
　　　　　　②　申込みの時までに引き続き６か月以上同一事業を営んでいること。
　　　　　　　　（創業支援資金を除く）
　　　　　　③　納期の到来している市税を完納していること。
　　　　　　④　経営内容及び資金の使途が明確で，償還が確実と認められること。
　　　　　　⑤　鹿児島県信用保証協会の保証を受けることができる者であること。
　　　　　　⑥　上記のほか，資金の種類ごとに利用要件等を定める。

－ ２３３ －

定　員　等施　設　名

８階

定　員　等施　設　名

７階

バレー・卓球等
３０人
３００人

体育館
トレーニングルーム
多目的ホール

７０人
１０人
１０人
３０人
２０畳
２４畳
３０人

第１会議室
第２会議室
第３会議室
第４会議室
第１和室
第２和室
創作室
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資金の種類，融資の対象 （平成２５．４．１現在）

※償還方法は元金均等による月賦償還（短期事業資金及び大島紬緊急救済対策資金は，一括又は分割償還）
（注１）開業業種に係る事業従事経験が３年未満の際の融資金額は自己資金と同額以内
（注２）創業支援資金の融資を受ける方に対し，当初１２か月以内の支払利子相当額を補助（上限３０万円）
（注３）「中小企業の会計に関する基本要領」の適用状況を確認できる事業者で責任共有対象の資金

（経営安定化資金・特定中小企業者を除く）利用者，ISO１４００１及びエコアクション２１の認定
企業等は，年０．１％割引

（注４）保証料率が年１．２５％以上の場合は，年０．６％で算出した保証料相当額
（注５）平成２６年３月３１日までに融資が実行されたものに限る

貸付実績
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経
　
　
済
（
２
融
資
制
度
）

連帯保証人保証料
補　助

保証料率…注３融　 資　 利　 率
（融資期間に応じて）融 資 期 間融 資 金 額資金使途資 金 の 種 類

無担保有担保

原則として
法人代表者
以外は不要

１／２
…注４

年０．４５％
～１．９０％

年０．３５％
～１．８０％

１年以内 年１．９％
１年超３年以内 年２．１％
３年超７年以内 年２．４％
７年超 年２．５％

運転７年以内（１年据置含）
設備１０年以内（１年据置含）３，０００万円以内

運転資金

設備資金
産 業 振 興 資 金

１年以内 年１．９％１年以内６００万円以内
組合 １，０００万円以内運転資金短 期 事 業 資 金

不 要

３／５

年０．６５％１年以内 年１．９０％
１年超３年以内 年２．０５％
３年超５年以内 年２．２５％
５年超 年２．３５％

７年以内　（１年据置含）

１，２５０万円以内
運転資金

設備資金

特 別 小 口 資 金

原則として
法人代表者
以外は不要

年０．５％
～２．２％

年０．４％
～２．１％

１，２５０万円以内
（ただし，既存の保証
残高との合計の範囲内
とする）

小規模企業支援資金

原則として
法人代表者
以外は不要

４／５

１～６号 年０．８７％
７～８号 年０．８０％１年以内 年１．９％

１年超３年以内 年２．０％
３年超５年以内 年２．１％
５年超７年以内 年２．３％
７年超 年２．４％

運転７年以内（２年据置含）
設備１０年以内（２年据置含）

３，０００万円以内

運転資金

設備資金

特定中小企業者

経　営
安定化
資　金

年０．８０％３，０００万円以内
東日本大震災関連
特 別 対 策
【取扱は平成２６年３月
３１日 ま で 】… 注５

年０．４５％
～１．９０％

年０．３５％
～１．８０％

３，０００万円以内経済環境変化等
１年以内 年１．９０％
１年超３年以内 年２．０５％
３年超５年以内 年２．２５％
５年超７年以内 年２．３５％
７年超 年２．４５％

運転７年以内（１年据置含）
設備１０年以内（１年据置含）３，０００万円以内環境配慮促進資金

全額

１年以内 年１．９％
１年超３年以内 年２．０％
３年超５年以内 年２．１％
５年超７年以内 年２．３％
７年超 年２．４％

運転７年以内（２年据置含）
設備１０年以内（３年据置含）１，５００万円以内災 害 対 策 資 金

２／３

１年以内 年１．９０％
１年超３年以内 年２．０５％
３年超５年以内 年２．２５％
５年超７年以内 年２．３５％
７年超 年２．４５％

…注２

運転７年以内（１年据置含）

設備１０年以内（１年６月
据置含）

１，０００万円以内
（うち運転資金は７００
万円以内）
ただし必要額の８０％
以内…注１

創 業 支 援 資 金
※自己資金が必要

（転業・多角化）
１，２００万円以内

（事業拡大・新産業創出研究
会・新特産品コンクール）

３，０００万円以内

多角化・事業拡大等・
新産業創出研究会新事業

展開支
援資金 ４／５新特産品コンクール

原則として
１ 人 以 上

信 用 保 証 協 会 の
保 証 を 必 要 と し な い

１年以内 年１．９％
　　（売上減 年１．６５％）
１年超 年２．１％

３年以内 （１年据置含）組　合 ５，０００万円以内
組合員 ２，０００万円以内運転資金大島紬緊急救済対策資金

１年以内 年１．９％
１年超３年以内 年２．１％
３年超７年以内 年２．４％
７年超 年２．５％

運転７年以内（１年据置含）

設備１０年以内（１年６月
 据置含）

組　合 ６，０００万円以内
組合員 ３，０００万円以内
事業実績が６月未満の
組　合 ２，０００万円以内
組合員 １，０００万円以内

運転資金
設備資金協同組合等活性化資金

計協同組合大島紬新事業
展　開創　業災　害環境配慮経営安定化小規模

企　業特別小口短　期産業振興区
分

１，８７５件０１１０７５８０６３５２１６９６４８１，１１９　
年
度

２３

１５，０４９，９６６千円０１９４，９３６４９，７００２５４，００００３６，９００３，８０７，１６５５３２，１２０２１，８００１６４，９１０９，９８８，４３５

１，７６９件０９３３５４０７２４７１９６９５６１，１０４　
年
度

２４

１４，１２１，４４０千円０１８２，１６７２７，５００２１２，６５００４４，９８０２，８４３，１５７６７３，８５５２５，０５０２０４，１９０９，９０７，８９１



柑　県信用保証協会（平成２５．４．１現在）（特殊法人　事業開始　昭和２３年１２月）
　保証資格　県内に事業所（個人の場合は住居又は事務所）を有し，事業を営んでいる

中小企業
　保証限度　個人・法人２８０，０００千円，組合４８０，０００千円
　保証期間　運転資金１５年以内　設備資金２０年以内
　保　証　料　一般保証　年率０．４５～２．２０％
　　　　　　※「中小企業の会計に関する基本要領」の適用状況を確認できる事業

者，会計参与設置会社，担保の提供がある事業者，ISO１４００１，エコ
アクション２１又はグリーン経営の認証を受けていることを示す書類を
提出する事業者については，保証料率の割引がある場合がある。

　①　市出捐金

　　　昭和２６年度から平成１０年度まで２９２，２３０千円
　②　基本財産 （平成２５．３．３１現在）（単位：千円）

　③　保証実績 （単位：千円）

（資料：鹿児島県信用保証協会）
　

３　計量検査所
　計量の適正化のため，計量器の検査，計量管理の指導・監視を充実するとともに，
暮らしに役立つ計量啓発に努める。
敢　計量検査指導事業

　①　特定計量器定期検査（質量計） （平成２４年度）

 

－ ２３５ －

計基金準備金金 融 機 関
そ の 他

そ の 他 の
市 町 村鹿 児 島 市鹿 児 島 県

１３，８２５，２２８８，０３７，０９１１，４０５，９４２３８１，９７０２９２，２３０３，７０７，９９５

代 位 弁 済 額保 証 債 務 残 高保　証　承　諾
区　　　分

金　　　額件　数金　　額件　数金　　額件　数

３，９４０，４５０４３８１９９，５９８，１８２２３，８２３７４，２３９，６６２７，２８８２３　年　度県
全
体 ４，６３４，３２３５６９１９４，８１２，６１５２３，６７０７５，４０４，９６４７，０７５２４　年　度

２，３０９，５１２２２１９７，９７８，８１９１０，７７１３６，１０４，２７２３，３３９２３　年　度本
市
分 ２，６３３，３３６３２７９４，４４５，８８７１０，６８５３５，６３５，６２２３，２１１２４　年　度

不合格率（％）不 合 格 数検査器物数検 査 戸 数

０．１５４２，５９４８５０集 合 検 査

０．２８１３５７７所 在 場 所 検 査

００６８４４７５巡 回 検 査

０．１４５３，６３５１，３３２合 計

経
　
　
済
（
２
融
資
制
度
・
３
計
量
検
査
所
）



　②　特定計量器立入検査・精度確認検査 （平成２４年度）

　③　商品量目立入検査 （平成２４年度）

柑　暮らしに役立つ計量啓発事業

　①　「親子計量教室」の開催

　　　親子１５組を対象に，計量検査所の施設見学，計量体験及び簡単な計量器作り等
を実施する。

　②　「計量のひろば」の開設

　県や県計量協会等と共催し，計量思想の普及啓発を図るため，商品量目コー
ナー等を実施する。

　③　消費生活エキスポかごしまへの参加

　消費生活に関連が深い「計量」について認識を深めてもらうため，展示コー
ナー設置及び商品量目体験教室を開催する。

４　観　　光
敢　観光施策の基本的方向

　平成２３年３月，九州新幹線鹿児島ルートが全線開業し，多くの観光客が本市を訪
れ，主な観光施設等においては利用者が開業以前に比べ増加している。
　この新幹線効果を持続させ，地域経済の活性化を図るためには，観光交流都市とし
ての魅力の向上や受入体制の充実，効果的な情報発信など，観光・コンベンションの
さらなる振興に取り組み，これまで以上に交流人口の増加を促していく必要がある。
　このことを踏まえ，平成２３年度に策定した「第２期鹿児島市観光未来戦略」の基本
目標の達成に向け，４つの基本戦略に基づき，各種の重点施策を官民一体となって展
開していく。 

－ ２３６ －
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不合格率（％）不 合 格 数検査器物数検 査 戸 数

０．３４１，２２４２４４特 定 計 量 器

０．９２２２２４７質 量 計

２．５６２４０２２圧 力 計

０．７１２１，６８６３１３合 計

不正率（％）不正件数内訳
不正件数検査件数検査戸数

不　足超　過不　足超　過

４．３０．５１４３１６１５９３，３０６８９内容量表記商品



柑　第２期鹿児島市観光未来戦略

　○基本コンセプト
　　出会いと発見・感動あふれる観光交流都市“かごしま”
　○計画期間
　　平成２４年度～平成２８年度
　○数値目標
　　入込観光客数　　　　１，０５０万人（平成２２年比１６２万人増）
　　宿泊観光客数　　　　　３５０万人（平成２２年比　６４万人増）
　　外国人宿泊観光客数　　　１６万人（平成２２年比　８万人増）
　○基本戦略
　　１　「鹿児島」オリジナルの魅力の向上
　　　　　～感動・体験・回遊できるまちづくり～
　　２　「鹿児島」ならではの情報の発信
　　　　　～効果的な情報戦略の展開～
　　３　おもてなし先進都市「鹿児島」づくり
　　　　　～観光客に優しい受入体制づくり～
　　４　南九州及びアジアのゲートウェイ「鹿児島」づくり
　　　　　～ハブ機能を活かした集客拡大～

桓　観光案内板等の状況

　①　観光案内板等の整備

　

－ ２３７ －
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平成２４年度整備済累計内　　　　　　　　容種　　　　　類
４０観光地までの誘導標識（車向け）車両用施設誘導サイン
２６歩 行 者 向 け 案 内 地 図 板ま ち か ど サ イ ン
７９歩 行 者 向 け の 方 向 ・ 距 離 案 内歩行者誘導サイン
１４総 合

市内の観光地案内地図板観 光 案 内 サ イ ン ３４市 域
７周 辺
８５大

観光地・史跡の説明板解 説 サ イ ン
８２小
４３観 光 地 名 を 表 示 し た 柱記 名 サ イ ン
８９観 光 地 ま で の 誘 導 標 識歩車併用誘導サイン
１１観 光 地 ま で の 誘 導 標 識施 設 誘 導 サ イ ン
１３火 山 注 意 喚 起 等 の 案 内 板そ の 他
３ルートマップシ テ ィ ビ ュ ー 利 用 者

向 け 案 内 板シティビューサイン
２２のりばサイン
５市 電 利 用 者 向 け 誘 導 標 識市電のりば周辺サイン
５５３合　　　　　　　　　　　　　　計



　②　本市の観光ビデオ

棺　観光客船受入状況

 

－ ２３８ －
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内　　　　　　　　容時間タイトル制作年度
観光キャッチフレーズ「あっと　ほっと　ずっ
と　鹿児島」をコンセプトに，主なレジャース
ポット，グルメや温泉，歴史などを紹介してい
る本編と，本編で紹介している観光スポットの
周辺の観光情報などを収録した関連情報編で構
成され，鹿児島の多彩な魅力を紹介（英語・中
国語・韓国語版もある）

本編
１５分

あっと　ほっと　ずっと
かごしまシティーＷａｌｋｅｒ

平成１９年度

日本語版の内容一部変更（「桜島」溶岩なぎさ
公園足湯，歴史ロード“維新ふるさとの道”等
の映像を追加）

本編
１６分

〃　〃　２０年度

日本語版の内容一部変更（新幹線さくら映像，
観光電車，よりみちクルーズ等の映像追加や平
川動物公園等の映像修正

本編
１９分

〃　〃　２２年度

英語・中国語（簡体）版の作成（２２年度情報更
新した日本語版の翻訳）

〃〃　〃　２３年度

時間ごとの鹿児島市の魅力を美しい映像で表現
し鹿児島市での旅を疑似体験していただくこと
をコンセプトに主な観光スポット，イベント，
歴史，温泉や食などを紹介（英語・中国語・韓
国語版もある）

本編
１５分

かごしま時間　〃　２４年度

備　　　　　　　　考乗船客数船　数入　港
年　度

飛鳥Ⅱ，スピリットオブオセアヌス，コスタアレグラ，ふじ
丸，ぱしふぃっくびいなす，ダイヤモンドプリンセス，にっ
ぽん丸

２４，３５３３８　平成２０年度

スピリットオブオセアヌス，バルモラル，シルバーウィス
パー，フォーレンダム，ダイヤモンドプリンセス，コスタク
ラシカ，コスタアレグラ，にっぽん丸，飛鳥Ⅱ，オイローパ，
ノーティカ，レジェンド・オブ・ザ・シーズ，アザマラ・ク
エスト，ぱしふぃっくびいなす

２５，５３１３３　〃　２１年度

飛鳥Ⅱ，レジェンド・オブ・ザ・シーズ，アムステルダム，
シーボーンプライド，コスタクラシカ，コスタロマンチカ，
ハンセアティック，ぱしふぃっくびぃなす，にっぽん丸，
ノーティカ，アザマラ・クエスト

５４，７４５５０　〃　２２年度

ブレーメン，オリオンⅡ，ふじ丸，レジェンド・オブ・ザ・
シーズ，ぱしふぃっくびいなす，コスタ・クラシカ，飛鳥Ⅱ，
にっぽん丸，クラブ・ハーモニー，アザマラ・クエスト

１３，１９２２２　〃　２３年度

レジェンド・オブ・ザ・シーズ，ザーンダム，シルバー・
シャドウ，クラブ・ハーモニー，コスタ・ビクトリア，ハン
セアティック，オリオンⅡ，にっぽん丸，アザマラ・ジャー
ニー，ノーティカ，飛鳥Ⅱ，ダイヤモンド・プリンセス，ア
マデア

３５，８２９３５　〃　２４年度



款　観光統計（暦年）

　①　入込観光客の推移 （単位：千人，％）

　
　②　宿泊観光客の推移 （単位：千人，％）

　
　③　観光消費額の推移 （単位：百万円，％）

　
　④　平成２３年宿泊観光客の動き

　　ア　出発地別観光客の状況 （単位：千人，％）

　
　　イ　月別観光客の状況 （単位：千人，％）

　
　　ウ　交通機関別入込観光客（宿泊客と日帰客の合計）の状況 （単位：千人，％）

※観光統計は国，県にあわせて暦年での集計値

－ ２３９ －

経
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光
）

平成２３年平成２２年平成２１年平成２０年平成１９年

９，５５５８，８７５８，８４２９，０２１８，５９０客 数

（１０７．７）（１００．４）（９８．０）（１０５．０）（１００．３）（対前年比）

平成２３年平成２２年平成２１年平成２０年平成１９年

９９，０８１９０，５６６９０，１７４９５，１５１８６，０９９消 費 金 額

（１０９．４）（１００．４）（９４．８）（１１０．５）（１０２．６）（対前年比）

計外国北海道東北関東北陸中部関西中国四国九州地区
区分

３，２６１５２２５２８５６７２８１２７３３６１２９４６１，９２３客 数

１００．０１．６０．８０．８１７．４０．８３．９１０．３４．０１．４５９．０構成比

計１２１１１０９８７６５４３２１月
区分

３，２６１２７０３１８３１０２８０３２８２７６２４５２９９２３９２５３２２３２２０客 数

１００．０８．３９．７９．５８．６１０．１８．５７．５９．２７．３７．８６．８６．７構 成 比

平成２３年平成２２年平成２１年平成２０年平成１９年

３，２６１２，８６２２，８８３２，９１０２，８２６客 数

（１１３．９）（９９．３）（９９．１）（１０３．０）（１０６．１）（対前年比）

計その他船　舶航空機自家用車バ　ス鉄　道区　分

９，５５５１９５３５２１，３９０４，４９２９１１２，２１５客 数

１００．０２．１３．７１４．５４７．０９．５２３．２構 成 比



歓　観光地周遊バスの利用実績

　①　カゴシマシティビュー（平成６年３月１８日から運行）　　　　　　（単位：人）

　②　サクラジマアイランドビュー（平成２３年１０月１８日から運行）　　　（単位：人）

 

※１０月１８日からの運行のため，２３年度は１１月からの月平均としている。

汗　市内定期観光バスの利用実績（市営） （単位：人）

※観光地周遊バス及び市内定期観光バスの運行経路は交通事業（Ｐ．３７５・３７６）を参
照

漢　グリーン・ツーリズム活動組織における農業体験などの延べ体験者数（単位：人）

澗　鹿児島市グリーン・ツーリズム登録団体等数 （単位：団体）

潅　維新ふるさと館

　明治維新における鹿児島の歴史や先人の偉業を，映像・ジオラマ・ロボットなどの
多彩な演出で，楽しく分かりやすく紹介する歴史観光施設。
　平成１８年から（公財）鹿児島観光コンベンション協会が指定管理者として，施設の管
理運営を行っている。

－ ２４０ －
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平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度年度

区分 月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間

１６，６７２２００，０５９１８，６９１２２４，２８８１５，５０２１８６，０２０１７，３９３２０８，７１６２２，５７６２７０，９０６乗客数

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度年度

区分 月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間

１，５４５１８，５３７２，３７８２８，５３６１，１７５１４，０９８１，２６５１５，１８０１，５７２１８，８６０乗客数

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度年度

区分 月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間月平均年 間

３，３９０４０，６８２２，６５１１４，７７２－－－－－－乗客数

平成２４年度平成２３年度平成２２年度

約２１，３００人約１７，５００人約１５，０００人

平成２４年度平成２３年度平成２２年度

３４３３３２



　　所　在　地　　加治屋町２３番１号
　　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
　　休　館　日　　年中無休
　　入　館　料　　大人（高校生以上）３００円（２４０円）
　　　　　　　　小人（小・中学生）１５０円（１２０円）
　　　　　　　　（　）内は２０名以上の団体料金
　　　　　　　＜年間パスポート＞
　　　　　　　　大人　６００円　小人　３００円
　　構　　造　　鉄筋コンクリート造地下１階地上１階建
　　延床面積　　２，５１４釈
　　主な施設　　１階　エントランスホール，郷中教育体験コーナー，篤姫（天璋院）

コーナー，西郷さんを語るテープリスニングコーナー、鹿児
島いちばんコーナー，観光情報コーナー，常設展示コーナー

　　　　　　　　地階　維新体感ホール，維新テーマコーナー，（日本のあけぼの，維
新・夜明け前）鹿児島の人物コーナー，テーマ展示室Ⅰ・Ⅱ，
多目的ルーム

　　入館者数　　平成２０年度　１６６，０９６人
　　　　　　　　平成２１年度　１７３，８５５人
　　　　　　　　平成２２年度　１４９，７７３人
　　　　　　　　平成２３年度　２０７，３８６人
　　　　　　　　平成２４年度　１８４，３０２人

環　桜島ビジターセンター

　桜島をより深く理解してもらうために，噴火の歴史や自然について分かりやすく展
示，解説し，さまざまな情報を紹介した施設。
　　所　在　地　　桜島横山町１７２２－２９
　　開館時間　　午前９時～午後５時
　　休　館　日　　年中無休
　　入　館　料　　無　　料
　　構　　造　　鉄筋コンクリート造平屋建
　　延床面積　　５９６．２６７釈
　　主な施設　　桜島の噴火と成長の歴史，ハイビジョンシアター，桜島の噴出物，

室内全景，桜島の植物遷移，桜島の模型，錦江湾の海中生物，情報パ
ソコンコーナー，噴火体験コーナー

　　入館者数　　平成２０年度　４９，８２９人
　　　　　　　　平成２１年度　６９，３６３人

－ ２４１ －
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　　　　　　　　平成２２年度　７６，６４１人
　　　　　　　　平成２３年度　９７，９１６人
　　　　　　　　平成２４年度　１０４，３５６人

甘　国民宿舎レインボー桜島

　宿泊の場を提供することで，本市の観光振興を図るための施設。
　　所　在　地　　桜島横山町１７２２－１６
　　構　　造　　鉄筋コンクリート造３階建
　　室　　料　　和室（トイレ付）　　　５，２５０円（大人），４，２００円（小学生），２，１００円（幼児）
　　　　　　　　和室（トイレ，バス付）６，３００円（大人），５，２５０円（小学生），２，６２５円（幼児）
　　　　　　　　洋室（トイレ，バス付）６，８２５円（大人），５，７７５円（小学生），２，８３５円（幼児）
　　　　　　　　　※　桜島マグマ温泉入浴料を含む
　　延床面積　　３，８１５．６６釈
　　利用者数　　平成２０年度　２５，５９７人
　　　　　　　　平成２１年度　２１，２４５人
　　　　　　　　平成２２年度　１９，９２４人
　　　　　　　　平成２３年度　２０，９９８人
　　　　　　　　平成２４年度　１７，９７０人

監　桜島マグマ温泉

　温泉を提供することで，本市の観光振興を図るための施設。
　　所　在　地　　桜島横山町１７２２－１６
　　構　　造　　鉄筋コンクリート造平屋建
　　入浴時間　　午前１０時～午後９時
　　入　浴　料　　大人（中学生以上）　３００円
　　　　　　　　小人（小学生）　　　１２０円
　　　　　　　　７０歳以上（市内居住）１００円
　　延床面積　　８４０．８５釈
　　利用者数　　平成２０年度　１８９，３０１人（未就学児等２８，８９９人含む）
　　　　　　　　平成２１年度　１６６，１３４人（未就学児等３１，７７９人含む）
　　　　　　　　平成２２年度　１４９，４０７人（未就学児等１８，１３９人含む）
　　　　　　　　平成２３年度　１５２，２０９人（未就学児等１８，５１９人含む）
　　　　　　　　平成２４年度　１４３，３８２人（未就学児等１６，９２５人含む）
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看　桜島ユース・ホステル

　青少年に健全な旅行を奨励し，清潔で規則正しい宿泊と交歓を深めてもらうための
施設。
　　所　在　地　　桜島横山町１８８－１
　　構　　造　　鉄筋コンクリート造３階建
　　室　　料　　大人　２，６５０円（入湯税含む）
　　　　　　　　小人　２，０９０円
　　延床面積　　１，４４９．３０釈
　　利用者数　　平成２０年度　５，８９３人
　　　　　　　　平成２１年度　５，４９０人
　　　　　　　　平成２２年度　３，５０２人
　　　　　　　　平成２３年度　３，６１６人
　　　　　　　　平成２４年度　２，９７６人
竿　観光農業公園

　農村地域の魅力ある自然，農畜産物等の資源の活用により，農業及び農村地域の活
性化を図るとともに，食と農への理解や循環型農業への関心を高め，本市の観光の振
興に資することを目的とした，都市と農村との交流拠点となる施設。
　　開設年月日　　平成２４年１１月１５日
　　面　　　積　　４１．３ha
　　所　在　地　　喜入一倉町５８０９番地９７
　　開 園 時 間 　　４月～１０月　午前８時３０分～午後６時
　　　　　　　　　１１月～３月　午前９時～午後５時
　　休　園　日　　１２月２９日～１月１日
　　入　園　料　　無料
　　主 な 施 設 　　農産物直売館（農産物直売所，調理体験室，加工体験室）
　　　　　　　　　農園レストラン
　　　　　　　　　交流体験館（研修室，調理体験室，工芸体験室，食品加工工房）
　　　　　　　　　管理棟
　　　　　　　　　環境学習棟，豚舎
　　　　　　　　　キャンプ場（バンガロー，テントサイト，炊事棟，シャワー棟）
　　　　　　　　　多目的広場，作業棟，体験用農地，生産用農場，滞在型市民農園
　　来 園 者 数 　　平成２４年度　約９０，０００人
　　体 験 者 数 　　平成２４年度　５，４５０人
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５　農林水産業
敢　現況

　本市の農林水産業を取り巻く現状は，農林水産業従事者の高齢化や担い手の不足，
遊休農地の増加並びに降灰被害や家畜防疫への対応などの課題のほか，間伐などの適
切な管理が行われていない森林の増加，木材価格や魚価の低迷などが見られている。
また，農村地域の活力の低下や，生産活動が適切に行われることにより発揮される自
然環境の保全・良好な景観の形成・伝統文化の伝承等，農村地域の有する多面的機能
の低下が懸念されている。一方，近年都市部住民の農林水産業及び農村地域に対する
関心が高まっていることから，農林水産物の消費宣伝や農林漁業体験などを進め，安
全安心かつ新鮮で良質な農林水産物の生産振興とともに，農村地域の魅力的な資源を
活用した都市部住民との交流による，活力ある農村地域づくりを進めることが求めら
れている。
柑　基本的方向

　①　農業・農村の振興

　　優良農地の保全や遊休農地の解消，降灰等の災害対策などに取り組みながら，都
市型農業や地域の特性を生かした農業の振興に努めるとともに，黒牛・黒豚の資質
改善や家畜の防疫対策を進める。また，安全安心かつ新鮮で良質な市内産農畜産物
の市民への提供に努めるほか，食の新たな魅力づくりなど，農業の６次産業化への
支援等を行うなかで，活力ある農業・農村の振興を図る。
　隠　森林・林業の振興

　　木材生産のほか，温暖化防止や水源かん養など多様な機能を持つ森林の保全を図
るため，森林整備や林内道路などの生産基盤の整備を進め，併せて「森林づくり」
に対する市民の意識の醸成を図る。
　韻　水産業の振興

　　漁港や海づり公園の維持・管理，漁業施設の充実を図るとともに，マダイやヒラ
メ等の稚魚放流や魚礁の設置によるつくり育てる漁業を推進する。
　吋　市民とともに築く農林水産業

　　市民に農林水産業や農村景観，伝統文化等にふれる機会を創出し，農林水産業へ
の理解の醸成を図り，農林水産業への参画や地産地消を推進する。
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６　農林水産業の動き
敢　農　　業

　①　農業構造 （単位：戸）

資料：農林業センサスによる（平成１２年は旧鹿児島市）
（注）敢　農家の定義
　　　　　経営耕地面積が１０アール以上又は調査日前１年間の農産物販売金額が１５万

円以上あった世帯
　　　柑　販売農家の定義
　　　　　経営耕地面積が３０アール以上又は農産物販売金額が５０万円以上の農家
　　　桓　自給的農家の定義
　　　　　経営耕地面積が３０アール未満かつ農産物販売金額が５０万円未満の農家

（単位：ha）

資料：農林水産省「農林水産統計」による（平成１２年は旧鹿児島市）

 

－ ２４５ －

平成２２年平成１７年平成１２年年
区　分農

　
　
　
　
　
　
家

５，５９９６，１６１３，３３５農 家 戸 数

１，５９２１，９５６９６１う ち 販 売 農 家

４，００７４，２０５２，３７４う ち 自 給 的 農 家

平　成　２４　年平　成　２２　年平　成　１７　年平　成　１２　年年

区　分
耕
　
　
　
地

指数構成比面積指数構成比面積指数構成比面積指数構成比面積

２９６．０４６．１１，６１０佐２９９．６４５．８１，６３０佐３０８．８４４．４１，６８０佐１００３８．５５４４佐田内
　
　
訳 ２１６．８５３．９１，８８０２２２．６５４．２１，９３０２４２．７５５．６２，１０４１００６１．４８６７畑

２４７．３１００．０３，４９０２５２．３１００．０３，５６０２６８．２１００．０３，７８４１００１００．０１，４１１計
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　②　主要農畜産物の生産状況

（単位：ha，トン）

資料：市農林水産部による（平成１２年は旧鹿児島市）
（単位：頭，千羽）

資料：市農林水産部による（平成１２年は旧鹿児島市）

　③　都市農業センターの概要

　　　当センターは，農業技術の実証及び普及研修等を行うことにより，本市の特性
を生かした都市型農業と地域農業の振興を図るとともに，土とのふれあい等を通
じて，市民の農業に対する理解と相互の交流を深め，あわせて市民の健康づくり
に資することを目的とする。
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平成２４年
（※平成２３年）平　成　２２　年平　成　１７　年平　成　１２　年年

区分
耕
　
　
　
　
　
種
　
　
　
　
　
部
　
　
　
　
　
門

指数収穫量面積指数収穫量面積指数収穫量面積指数収穫量面積

２１８．８４，３１１９１３２３１．３４，５５６９７４２７５．１５，４２０１，１６０１００１，９７０４０６水 稲

２８．６４３５７．１８３９２．９１３５１００１４５麦 類

６７．９６１９３４８１．０７３９３６２０７．２１，８９０７１１００９１２４３甘 し ょ

１５２．６２９１８１８９．５３６２４３９４．７７５４１１００１９１３豆類・雑穀

１６１．４※１１，２６１※７４６１６４．７１１，４９５７５０１５６．８１０，９４０６０４１００６，９７９４５２野 菜

２３３．２※１，５３９※２９９２４９．８１，６４９３０５２７０．５１，７８５３３１１００６６０１５８果 樹

３，３３２．７３，２６６２６６３，１８０．６３，１１７２７４３，３３４．７３，２６８２９１１００９８２７工芸作物

（面積）
１００．０－※６６（面積）

９８．５－６５（面積）
１５３．０－１０１（面積）

１００－６６花き庭園樹

２００．２２１，４９５３３３１２５．２１３，４４８２３１．９２１８．３２３，４４０３２７１００１０，７３９１５７飼料作物

平　成　２４　年平　成　２２　年平　成　１７　年平　成　１２　年年

区　分畜
　
　
産
　
　
部
　
　
門

指　数飼　養
頭羽数指　数飼　養

頭羽数指　数飼　養
頭羽数指　数飼　養

頭羽数

１５１．５８，７７０１５７．３９，１１０１７６．２１０，２００１００５，７９０肉 用 牛

２４６．２３２０２０７．７２７０２２３．１２９０１００１３０乳 用 牛

７３．６１，０６０９１．０１，３１０２８２．６４，０７０１００１，４４０豚

１．７２１０．２１２２０．３２４１００１１８採 卵 鶏

２２４．８５８９２２５．６５９１３０１．９７９１１００２６２肉 用 鶏



　　ア　所　在　地　　犬迫町４７０５番地
　　イ　開　所　日　　平成９年４月２０日
　　ウ　施設の概要
　　　１．農業研修ゾーン（本館，実証ほ，畜産技術研修施設等）
　　　　　優良種苗の実証栽培・生産者の研修
　　　２．市民農園ゾーン（市民農園，レストハウス等）
　　　　　家族用・団体用・車いす使用者用の市民農園　合計８２０区画
　　　３．ふれあいゾーン（ふれあい学習館，食彩ハウス，ふれあい広場，食の森等）
　　　　　「四季の花園」での観賞用の花の植栽（夏：ヒマワリ，秋：コスモス，春：

ナノハナ）
　　　　　「食の森」での収穫体験や加工講習会の開催
　　エ　利用者数（市民農園利用者を除く）

柑　林　　業

　①　民有林の概況（県南薩地域森林計画による）
（１６年の数値は合併による１市５町を合算したもの）

　
※材積合計欄の数字は，針・広葉樹の合計（四捨五入の関係上，合計が合わないことがある）

－ ２４７ －

２４年度２３年度２２年度
約１４９，０００人約１２５，０００人約１３５，０００人

構成比平成２１年構成比平成１６年構成比平成１１年構成比平成６年単位区　　　　　分

５０．７１３，４９１５１．０１３，８３１３９．８４，７２９３９．７４，７４９ｈａ面積
針 葉 樹

７９．４４，８２８，０００７４．４３，６１７，０００６４．０１，１１５，０００６２．４９７４，０００弱材積

３８．５１０，２３２３８．２１０，３７５４９．３５，８５６４８．０５，７４２ｈａ面積
広 葉 樹

２０．６１，２５３，０００２５．６１，２４４，０００３６．０６２８，０００３７．６５８７，０００弱材積

５．０１，３３７５．１１，３８８６．４７５４５．９７０９ｈａ面積
竹 林

－５５２，０００－５７４，０００－３０６，０００－２８６，０００束材積

３．２８６０３．２８８１２．１２５０３．４４０４ｈａ面積
要 人 工 植 栽 地

－－－－－－－－－材積

２．６６８６２．５６６４２．４２８２３．０３５８ｈａ面積
更 新 困 難 地

－－－－－－－－－材積

１００．０２６，６０６１００．０２７，１３８１００．０１１，８７１１００．０１１，９６２ha面積
合 計

１００．０６，０８１，０００１００．０４，８６０，０００１００．０１，７４３，０００１００．０１，５６１，０００弱※材積
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　②　農林水産部所管の市有林・分収林の概況（農林水産部資料による）

（平成２５．４．１現在）
（単位：ha）

桓　水　産　業

　①　漁業生産状況 （単位：トン，万円）

資料：漁業年次報告による。（平成１２年は旧鹿児島市）

　②　海づり公園の概要

　　ア　鴨池海づり公園（開設：昭和６１年４月１２日）
　　　１　所　在　地　　与次郎二丁目９番１２号
　　　２　開 園 時 間 　　午前７時～午後７時まで（４月～１０月）
　　　　　　　　　　　　午前７時～午後５時まで（１１月～３月）
　　　３　休　園　日　　年中無休
　　　４　施設の概要　　駐車場　５９台
　　　　　　　　　　　　管理棟　鉄筋コンクリート造２階建　延２８６釈
　　　　　　　　　　　　釣　台　長さ１５０ｍ×幅８．０ｍ（釣り人定員２００人）
　　　５　平成２４年度利用者　２９，８０６人
　　イ　桜島海づり公園（開設：平成１７年４月２６日）
　　　１　所　在　地　　桜島横山町１７２２番地３
　　　２　開 園 時 間 　　午前７時～午後７時まで（４月～１０月）
　　　　　　　　　　　　午前７時～午後５時まで（１１月～３月）
　　　３　休　園　日　　年中無休
　　　４　施設の概要　　管理棟　鉄筋コンクリート造平屋建　２８釈
　　　　　　　　　　　　釣　台　長さ５０ｍ×幅６．２ｍ（釣り人定員４５人）
　　　５　平成２４年度利用者　９，１９４人

－ ２４８ －

合 計郡　山松　元喜　入桜　島吉　田谷　山区 分

３３７．７４２．４１６．４１１７．６－２２．２１３９．１市 有 林

２７２．９６０．０－６２．８－１５．９１３４．２分 収 林

平　成　２４　年平　成　２２　年平　成　１７　年平　成　１２　年年

種　別 指数金額数量指数金額数量指数金額数量指数金額数量

８２３６，６９６４６５９４４２，２３７５３１１２５５６，０８６８７５１００４４，７６４８０７沿 岸漁
　
船 １３３１１，９３３１８１２４１２１，５７７２６１１１５１０，３０７１３６１００８，９５６１１９近 海

１３９５３９，７０９８，６５１２０５７９８，０２１９，８０８２０７８０３，４８９１２，６１７１００３８８，６０８３，４０８海面養殖漁業

３４２９８１３９３４４３９９８７２６１００８８０４内水面漁業

１３３５８８，６３６９，２９８１９５８６２，１７９１０，６０３１９６８７０，７５４１３，６３４１００４４３，２０８４，３３８計
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棺　生産組織 （平成２５．４．１現在）

７　農林水産業の重点施策（平成２５年度）
　敢　生産の振興と流通の促進
　柑　農業担い手の育成と農地の利用促進
　桓　農村地域の整備
　棺　森林資源と生産基盤の整備
　款　森林による環境の保全
　歓　漁業生産基盤の充実と海とのふれあい促進
　汗　つくり育てる漁業の推進

８　農林漁業振興資金
　この制度は，農協等融資機関が本市に住所を有する農林漁業者等に融資する農林漁
業振興資金について，市が利子補給等を行い，円滑な資金の融資を図り，農林漁業の
振興に寄与することを目的とする。

－ ２４９ －

会 員 数グループ数組 織 区 分区　　　分
２８２１肉 用 牛

畜　産　部　門
５１乳 牛
４１豚
１２１鶏
３０３４小 計
３３２た け の こ

林　産　部　門 ５１せ ん り ょ う
３８３小 計
４２２６０野 菜

耕 種 部 門

１００１２花 き
５４７果 樹
１４９２茶
９９４鉢 物
８２４８５小 計
１，１６５９２合 計

経
　
　
済
（
６
農
林
水
産
業
の
動
き
・
７
農
林
水
産
業
の
重
点
施
策
・
８
農
林
漁
業
振
興
資
金
）



敢　農林漁業振興資金の種類，融資の対象 （平成２５．４．１現在）

※　金利と利子補給率等については，随時改定が行われる。
（注）　農業経営基盤強化資金については，一定の要件を満たす場合，貸付当初５年間

に限り，国の利子助成により，実質無利子となる。

柑　貸付実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※貸付は農協等による　

－ ２５０ －
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市の資金国　　　の　　　資　　　金資金名

区　分 市単独農林漁
業振興資金

漁業近代化
資 金

農業経営基
盤強化資金農　　業　　近　　代　　化　　資　　金

農林漁業全般水 産 施 設農畜産施設
農地取得等家畜購入・農機具購入農畜産施設主 な 使 途

農林漁業を営む
個人及び法人

県の実施要領に
規 定 す る 者認定農業者認定就農者

担い手農家認定農業者認定就農者
担い手農家認定農業者対 象 者

２．４５％２．４５％１．２０％２．４５％基 準 金 利

－１．２５％－１．２５％国・県利
子
補
給
率

０．０１５％－－－市

０．０１５％１．２５％－１．２５％計

２．４３５％１．２０％（注）１．２０％１．２０％貸 付 利 率

７年１５年２５年７年１５年償 還償
還
期
間 ２年３年１０年２年２年３年７年うち据置

１００％８０％１００％８０％１００％８０％１００％融資率
貸
付
限
度 ７５０万円

個人
１，８００万円

法人
１億８千万円

個人
１億５千万円
法人

５億円

個人　　１，８００万円
法人　２億円

限度額

合　計その他水産施設等農機具農業施設区　分

８件１０１６
２３年度

８２，７６０千円６，２０００１，３００７５，２６０

５件０５００
２４年度

１２３，６００千円０１２３，６００００



９　農林土木
敢　農業用施設の現況及び平成２５年度計画 （平成２５．４．１現在）

柑　平成２４年度事業別施工実績 （単位：千円）

※　災害復旧（国庫）は２４年災の合計，件数は地区数。
（注）　事務費等を含まない（Ｈ２２～）。

桓　市単独土地改良事業費の推移 （単位：千円）

 

－ ２５１ －

水 門
（か所）

井 堰
（か所）

橋 梁
（か所）

ほ場整備
（ｈａ）

用排水路
（灼）

農 道
（灼）

種　別

区　分

５５４８６２１３３，５６０　
（８０８）２７２９３８　

（６１）
現 況
（延長，面積，か所）

０００４．５０．８１．４平成２５年度計画
※（　）は農道では一定要件農道延長，ほ場整備では区画整理済面積　

負担割合（％）実　　　　　　　績
区　　　　　分

地元市県国地元
（受益者）市費国・県補助金事業費件数

－１００－－－２８９，９５０－２８９，９５０７７市 単 独 土 地 改 良 事 業
－５５４５－－－－－－農 道

農業・農村
活性化推
進施設等
整備事業

－５５４５－－－－－－水 路
１０４５４５－－－－－－ほ 場 整 備
－６０４０－－－－－－農業集落道路
－３２１８５０－１６，６８５３５，４５３５２，１３８５西部第一地区村づくり

交 付 金
（注）団体営
土地改良
事 業

１０２４１６５０１５０２１，２３６４１，５１４６２，９００１０吉野地区
－３０１５５５－１１，４００２６，６００３８，０００５東桜島地区中山間地域総合整備
－１００－－－２，９１９－２，９１９２市 単

降灰
農業用
施設等
災害復
旧事業

－５０５０－－－－－－（注）   県      単
　

－５０－５０－－－－－（注）   国      庫
　

農地
－－－－－－－（注）   国      庫

　

施設
－１００－－－３２，８６３－３２，８６３１３市 単施設

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度年度別

区分
工種 指　数工事費指　数工事費指　数工事費指　数工事費

８１．５７９，５４９２２．９２２，３５７４４．２４３，１６０１００．０９７，６６１農 道 改 良

４７．３２７，７７３５１．２３０，１１６７０．８４１，６２５１００．０５８，７６８農 道 整 備

７４．４１８２，６２８８３．６２０５，３８８８１．４１９９，８８７１００．０２４５，５４３水 路 改 良
そ の 他

７２．１２８９，９５０６４．１２５７，８６１７０．８２８４，６７２１００．０４０１，９７２計

経
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棺　平成２４年度県営土地改良事業の負担金

１０　農事事務嘱託員制度
敢　設置目的

　　農林行政の円滑な運営を図るため，農事事務嘱託員制度を設ける。
柑　委嘱事務

　①　農林業に関する各種調査及び報告
　②　農林業に関する文書等の配付，伝達
　③　農地及び農業用施設の整備要望の取りまとめ及び用地確保への協力
　④　農地及び農業用施設の災害復旧対策推進への協力
　⑤　その他，農林業に関して特に必要な事務
桓　人　　数（平成２５．４．１現在）
　　３６９人

１１　中央卸売市場
　　　業務開始　　昭和１０年１１月３日（全国で７番目）
　　　職　員　数　　２２名（平成２５．４．１現在）
　青果市場　東開町１１番地１
　　　　　　昭和５１年１１月新設移転
　　　　　　敷 地 面 積　９７，３９３釈
　　　　　　施設延面積　４０，１１３釈
　平成２４年度の青果物の取扱高は数量で１８２，７２０トン（対前年度比１０４．５％），金額で
３０８億５，４１２万円（対前年度比９８．１％）となり，数量はやや増加したが，金額は前年度
並みとなった。
　野菜の入荷状況は，４月は低温のためやや少なかったが，５～９月は県外産を中心
に順調な入荷であった。１０～１２月は一部の品目で，低温や日照不足等の影響を受けた

－ ２５２ －

市負担金負　　担　　割　　合　（　％　）事　業　名
（千円）市地元（受益者）県国（地　区　名）

２２，９０６１４．７７８０．２２２３０５５中山間地域総合整備事業
（松元地区）

２，５００２５０２５５５基幹水利施設ストックマネジメント事業
（松元地区）

１，０２５１０．２５１０．００２４．７５５５農業体質強化基盤整備促進事業
（松元地区）

７，０５０６．５８９８．４１１３０５５県営農地環境整備事業
（川田地区）

５，０９６１１．３２５０３８．６７５５０広域営農団地農道整備事業
（南薩東部３期）

３８，５７７計
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が，県内産を中心に順調な入荷で，１～３月は県内産を中心に多く入荷した。
　野菜の入荷量は１５４，１２６トンとなり，前年度に比較して６，５７０トン増加した。
　相場は，４～５月は全国的に低温となり，転送が活発になったため単価高であった
が，６～１０月は県外産の入荷量が多く単価安であった。１１～１月は低温の影響を受
け，やや単価高で推移したが，２～３月は全国的な寒波の影響により高値であった前
年度に比べ，大幅な単価安となった。
　総額では２３０億７４０万円となり，前年度に比較して５億５，１１５万円減少した。１手当
たりの平均単価は１４９円で前年度に比較して１１円安となった。
　果実の入荷状況は，４～９月は春先の低温や夏の高温による障害等の影響を受け少
なかったが，１０～１２月は前年少なかったリンゴやカキが順調に入荷し，やや多かっ
た。１～３月はイチゴや柑橘類など順調な入荷であった。
　果実の入荷量は，２６，１２７トンとなり，前年度に比較して１６５トン増加した。
　相場は，４～６月は，入荷量の少なかったリンゴやイチゴが高かったため，単価高
であったが，７～３月は，台風等の影響もなく順調な入荷となり，やや単価安となっ
た。
　総額では７６億１７６万円となり，前年度に比較して１億６，２４２万円減少した。１手当た
りの平均単価は２９１円で前年度に比較して８円安となった。

　魚類市場　城南町３７番地２
　　　　　　昭和４２年４月新設移転
　　　　　　敷 地 面 積　３０，１５１釈（県有地の借地を含む）
　　　　　　施設延面積　１８，４７５釈
　平成２４年度の水産物の取扱高は，２８，９５１トン（対前年度比１００．４％）で前年度より
１１４トン増加したが，金額は１７３億１，０８６万円（対前年度比９９．４％）となり，前年度を
９千７３３万円下回った。
　これを種類別に見ると，まぐろ類２０％，ぶり類１９％，たい類１０％が数量で減少して
いるにも関わらず，魚類市場で最も取扱高のあるかつおが１５％増加している。
　金額については，取扱数量の減少したまぐろ類，ぶり類，さば類などが減少し，全
体的にはわずかに減少した。
　鮮魚全体の平均単価は，５６０円（対前年度比９８．９％）で前年度より６円の減となった。
　冷凍魚は，数量で前年度を上回ったものの金額が減少し，単価は減少，塩干・加工
品類は数量，金額ともに上回り，単価に増減はなかった。

　中央卸売市場の再整備
　近年の卸売市場を取り巻く環境の変化等を踏まえ，施設の整備をはじめ，将来的に
あるべき方向性を明確にし，その方向性に基づいたハード・ソフトの両面について検

－ ２５３ －
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討を行い，健全な市場運営を目指すことを目的として，「機能的な市場」，「活力ある
市場」，「魅力ある市場」の３つの基本コンセプトを掲げ，今後の市場の施設整備と活
性化対策についての整備方針を示した「鹿児島市中央卸売市場整備計画」を平成２１年
３月に策定した。
　整備の方針として，青果市場は，ストックマネジメントの考え方に基づき，施設の
高度化や利用者の利便性に対応した改修や修繕に取り組むこととし，魚類市場は，老
朽化が著しく，施設の再整備が急務となっており，現在地での建替えを進めることと
した。
　この「鹿児島市中央卸売市場整備計画」に基づき，青果市場，魚類市場それぞれの
目指す姿と達成目標を明らかにし，それらを実現するために必要な取組みと，市場整
備を推進するため，平成２４年３月に「鹿児島市中央卸売市場魚類市場再整備基本計
画」を，同年７月に「鹿児島市中央卸売市場青果市場リニューアル基本計画」を策定
し，「魅力と活力にあふれた機能的な市場づくり」と，鹿児島の「食」の魅力を伝え
る発信拠点の実現を目指して取り組んでいる。
敢　取扱品目

　青果市場　　野菜，果実及びこれらの加工品，鳥卵並びに規則で定めるその他の食
料品

　魚類市場　　生鮮水産物及びその加工品並びに規則で定めるその他の食料品
柑　市場施設 （平成２５．４．１現在）

－ ２５４ －
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摘　　　　　　　要面　積名　　　　　称市　場　別

鉄筋コンクリート造，鉄骨造１１，１０３釈卸 売 場

青 果 市 場

　　　　　　〃６，７６０仲 卸 売 場
　　　　　　〃４，３３２事 務 室
　　　　　　〃７５９買 荷 保 管 所
　　　　　　〃２，０３５関 連 事 業 店 舗
　　　　　　〃５，６５４冷 蔵 庫
　　　　　　〃９，４７０そ の 他

４０，１１３計

鉄筋コンクリート造，鉄骨造５，７８４釈卸 売 場

魚 類 市 場

鉄筋コンクリート造２，５９２仲 卸 売 場
　　　　〃３，０９１事 務 室
　　　　〃１，１４３買 荷 保 管 所
鉄筋コンクリート造，木造９２６関 連 事 業 店 舗
鉄筋コンクリート造２００冷 蔵 庫
　　　　〃３２０冷 蔵 砕 氷 施 設
鉄骨造２，６７２自 走 式 立 体 駐 車 場
　〃６０発泡スチロール処理施設

１，６８７そ の 他
１８，４７５計



桓　取引機構 （平成２５．４．１現在）

棺　市場使用料

　卸売業者市場使用料……卸売金額（消費税額及び地方消費税額を含む。以下同じ）
の１０００分の３（鳥卵及び調理冷凍食品並びに冷凍鯨肉以外
の冷凍魚及び調理冷凍食品は卸売金額の１０００分の１）

　卸売業者売場使用料……１釈　１カ月　青果市場１００円　魚類市場１００円
　仲卸業者市場使用料……条例第５２条第２項の規定により買い入れた物品の販売金額

（消費税額及び地方消費税額を含む。以下同じ）の１０００分
の３（鳥卵及び調理冷凍食品並びに冷凍鯨肉以外の冷凍魚
及び調理冷凍食品は販売金額の１０００分の１）

　仲卸業者売場使用料……１釈　１カ月　青果市場１階６００円，２階１００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魚類市場３００円
　事 務 室 使 用 料        ……１釈　１カ月　青果市場　卸売場棟７００円，その他６５０円
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魚類市場３４０円
　土 地 使 用 料       ……１釈　１カ月　青果市場４０円　魚類市場３０円
　　　　　　　　　

　関連事業施設使用料……青果市場　関連商品売場１釈　１カ月１，２５０円
　　　　　　　　　　　　魚類市場　関連商品売場１釈　１カ月　４２０円
　　　　　　　　　　　　　　　　　買出人休憩所１釈　１カ月　４２０円
　駐車場施設使用料          ……魚類市場　１区画　１カ月３，０００円
　　　　　　　　　

　　市場使用料のうち卸売業者市場使用料，仲卸業者市場使用料及び土地使用料の
額は，上記により算出した額とし，これらの使用料を除くその他の使用料の額
は，上記により算出した額に１００分の１０５を乗じて得た額とする。

－ ２５５ －

関連事業者売買参加者仲 卸 業 者卸 売 業 者業種別員数
市　場　別

２６１４７２７２青 果 市 場

１２９６２９２魚 類 市 場

経
　
　
済
（
　
中
央
卸
売
市
場
）

１１



兼数量：ｔ　　
款　年間取扱高 　　単位献　　　　　　

験金額：千円　

歓　青果市場入荷量状況 （単位：ｔ）

－ ２５６ －

平 成 ２４ 年 度平 成 ２３ 年 度平 成 ２２ 年 度年度

区分 金　　額数　　量金　　額数　　量金　　額数　　量

３０，８５４，１１５１８２，７２０３１，４５４，９５７１７４，８３６３１，３３８，６８０１７０，１３０青 果 市 場

３０，８５４，１１５１８２，７２０３１，４５４，９５７１７４，８３６３１，３３８，６８０１７０，１３０卸 売 業 者

２３，００７，３９８１５４，１２６２３，５５８，５５０１４７，５５６２３，４７３，１２７１４３，９５１（野　　 菜）

７，６０１，７５７２６，１２７７，７６４，１７４２５，９６２７，７５０，０６６２５，０９７（果　　 実）

２４４，９６０２，４６７１３２，２３３１，３１８１１５，４８７１，０８２（そ　の　他）

００００００仲 卸 業 者

１７，３１０，８５５２８，９５１１７，４０８，１９３２８，８３７１７，４３８，８７７２７，５０６魚 類 市 場

１６，３３３，７６９２８，００９１６，５３３，３７０２８，０７０１６，４７７，８５３２６，６３７卸 売 業 者

１３，４５７，８９６２４，０４６１３，６９６，４４２２４，２０９１３，３９７，９４２２２，３６４（鮮　　 魚）

１，４０６，２６０２，００６１，４０８，１４７１，９５９１，６６６，５１９２，４６８（冷　凍　魚）

１，４６９，６１３１，９５７１，４２８，７８１１，９０２１，４１３，３９２１，８０５（塩干，加工，その他）

９７７，０８６９４２８７４，８２３７６７９６１，０２４８６９仲 卸 業 者

４８，１６４，９７０２１１，６７１４８，８６３，１５０２０３，６７３４８，７７７，５５７１９７，６３６計

果　　　　　　　　　実野　　　　　　　　　菜

平成２４年度平成２３年度平成２４年度平成２３年度

４６３鹿児島市

国
　
　
　
　
　
　
　
　
内

３９１鹿児島市

国
　
　
　
　
　
　
　
　
内

４，８１５鹿児島市

国
　
　
　
　
　
　
　
　
内

４，７９６鹿児島市

国
　
　
　
　
　
　
　
　
内

５，８０８県内計５，６５１県内計７７，６４５県内計７３，８３７県内計

３，２８８熊 本３，７２５熊 本１７，８５０北海道１５，５３８北海道

２，６３５青 森２，７２４青 森１３，２９５長 崎１２，１４２長 崎

２，１２２福 岡１，６３１福 岡７，７４３熊 本８，３５０熊 本

１，２４０長 野１，０６５長 野６，９６８宮 崎６，６０９宮 崎

７９３愛 媛７３７愛 媛４，６７５佐 賀６，５６３佐 賀

３，８８０その他３，４８８その他２２，４７７その他２０，５４３その他

１３，９５８県外計１３，３７０県外計７３，００８県外計６９，７４５県外計

６，３６１外 国６，９４１外 国３，４７３外 国３，９７４外 国

２６，１２７合 計２５，９６２合 計１５４，１２６合 計１４７，５５６合 計

経
　
　
済
（
　
中
央
卸
売
市
場
）

１１



汗　魚類市場鮮魚の魚種別取扱高 （単位：ｔ，％）

 

－ ２５７ －

平　成　２４　年　度平　成　２３　年　度順
　
位 率取　扱　高魚　　種率取　扱　高魚　　種

３２．５７，８１５か つ お 類２８．１６，７９５か つ お 類１

７．３１，７６３ぶ り 類８．９２，１６４ぶ り 類２

７．１１，６９８ま ぐ ろ 類８．７２，１１７ま ぐ ろ 類３

５．９１，４２５さ ば 類６．２１，４９６さ ば 類４

５．４１，２９０貝 類５．９１，４３３た い 類５

５．４１，２８９た い 類５．５１，３３７貝 類６

５．１１，２３４あ じ 類５．２１，２５７し び７

５．１１，２１９か ん ぱ ち５．２１，２５１あ じ 類８

４．４１，０６８し び４．１９９７か ん ぱ ち９

３．０７２０い か 類３．４８１７い か 類１０

１８．８４，５２５そ の 他１８．８４，５４５そ の 他

１００．０２４，０４６合 計１００．０２４，２０９合 計

経
　
　
済
（
　
中
央
卸
売
市
場
）

１１



　〈メ　　モ〉

－ ２５８ －


